






 

研究目的 

 胎児の発育遅延の要因として胎盤機能を含む広義の母体側要因がどのように

関連しているのかを分析して,胎児・新生児重量によってのみ規定されている

SFDの類別に役立て,胎児臨床においてSFDの具体的対策を検討することを目的

とした。 


